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昭和55年度富山大学入学式
新入生の 皆 さ ん， 富 山 大学 各課 程への御入学 ， ま た大学
院 への御進学 ， 本当に お め で と うござい ま す。 皆さんは こ
れか ら数年間， 私共教職員 と共 に， こ の富 山 の 地で学 ばれ
る こ と に な る わ けです 。 皆 さ んの うち特に 富 山 県 外か ら来
られ た諸君に と っ ては ， は じめ の うち は 異国 に 来 たような
感 じがして， 色々戸惑うこと がある か と 思い ま す が， そ の
うち この富山 の 地が，第 2 の 故郷の ように な る と思い ま す，
私自 身， 若い時， 東京か ら寒い 仙台の高等学校に 入 っ て，
3 年間過 し ま したが， 今で も 仙台は 第 2 の 故郷の ような 気
がし てな り ま せん， 富 山 県 出身の方 も ， 他所か ら来 られ た
方 も ， こ の 土地が本当に 好 きに な れ る か ど うか は ， こ れか
ら諸君が， この大学での生活 を ， ど の ように 有意義 に過せ
る か ど うか にかか っ てい る と 思い ま す 。
学長告辞
き て諸君も い よい よ大学 に 入 っ て， 大学は 高校 と違うの
だとい うこと を 諸君も 期待してい る で し ょうし ， ま た世の
中 で も そ う思っ てい ま す ， 同じ教育機 関で あり な がら， 大
学 と 高校 とで ど こ が違うの で しょう， ま たど うし て違っ て
い な けれ ばな らな い の で し ょう。
人 間 は ど こに い ても 何か の容れ物 に入 っ てい ま す ， 大 き
く生物学 的 に みれ ば， 人 聞は 生 態系 と い う容れ物に 入 っ て
い ま す ， ま た社会的に みれ ば国家 ， 都市 とい っ たも の や，
企業 ， 学校， 家 庭と い っ た容 れ物に 入っ てい ま す ， そ し て
ど の容れ物 ー っと っ てみても ， そ れ ぞれの 目 的 に 応じた，
何らか の 法 則 とか 原 則 と い う一つの 形， ある い は 定め と い
うも の が整っ てい ま す ， 昔の 人 は こ れ を 格と 言っ てい ま す
が， 若し 人 が一つ の容れ物に そ な わっ てい る 格か らは み出
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す と ， その 人 は その容れ物か らは じき 出さ れ る よ うな 仕組
にな っ ていま す 。
そこ で 諸君が 入っ てき た 富 山 大学 と い う容れ物に つい て
考 えてみ ま しょう。 こ の容れ物は 中 身が 更に 細分 き れ てい
て， 例えば教養部 や各学部， 大学院 そして経営短期大学 や
専攻科な ど があ っ て， ま た それ ぞれ の 中 を み る と 色々 な 講
義別 に 容れ物が用 意さ れ ていま す， そして大学に は 大学の
定めがあ りま すが， それは 学 ぶと いうこ と であ りま す， 学
ぶと いつこ と の 語 源は 「ま ねび 」であ る と い わ れ ていま す
が， 諸君は その意 味の 通 り， 先生か ら， 先 輩か ら， で き る
だけ ま ねす る こ と に よ っ て， 一 つ一つを 身に つけ てゆ か ね
ばな りま せ ん ， こ うして大学 と いう容れ物の定め であ る 学
び を 通 じて， 諸君は 次 第 に 学業の基礎を 固め てゆ くこ と に
な る と 思いま す 。
しか しこ の学 ぶと いう文 字の 表 面的な 解釈通 りの 勉学 態
度 で は ， 高校時代 と 全く変っ た と こ ろ は あ りま す ま い。 残
念 な が らわ が国 の 多 くの 大学生の 勉学 態度 は ， 高校時代に
大学受 験を 目 標に して組立 てられ た 勉学の しか た が， 永年
の 聞に 身に ついてしま っ て， 大学に 入っ ても その ま ま 持 ち
込ん で き てしま うよ うです 。 広島大学に 大学教育研究セ ン
タ ー と い うの が あ りま すが， そこ で は 最近 わ が国 に 来 て教
鞭を と っ てい る 外 人 教師 に 対 して， 日 本の 大学教育 全般に
関す る ア ン ケー トを と りま した 。 その 中 に 外 人教師か らみ
た 日 本の大学生に 関 す る 感想が 述べられ ていま す 。 彼等外
人教師は ロ を 揃えて「日 本の大学生 は 試 験ばか り気 に して
いて， 普段は 講義 中 質問も せず ， 教 えても らうこ と しか期
待してい な い， こ の よ うな 消極 的態度 は ， 勉強しないで も
大学が 卒業さ せ てくれ る か らでは な い か 」と 大学 当局 に 対
しても 手厳しい批判を していま す 。
そこ で 諸君の 入学に 際しま して， 私か ら二三の 希望を 申
し上 げてみ た い と 思いま す 。 先 程も 少し触れ た よ うに ， 諸
君は こ れか ら先， 色々 な 講義 やゼミを 通 じて， ま ず学 ん で
ゆ くこ と に な りま す が， こ れは 一つの大前提と な る こ と は
言うま で も あ りま せん 。 こ こ で 申上 げた いの は その学び方，
教 わ り方 に 工夫 を してほしいと いうこ と な の です 。 こ れ ま
で高校では， 先生が講義 した こ と を ， その ま ま 自 分 な りに
理解 して頭に 入れ てゆ け ば良 か っ た の ですが， こ れか らは
一旦頭 に 入れ た あ と ， ま た 引張り出しても う一度 考 え直 し
てみ る と いう努力を していた だき たい の です， 言うな れ ば
牛の よ うに 反趨消化 を してほしいのです 。 こ の こ と は 別 の
表現 を しま す と ， 一 つ一 つの講義の 内容の 中 に 自 分の 身を
一旦ど っ ぷりと つけ てよ く味わ い， 次 に それか ら出て， 教
わ っ た こ と の 全体像を 外 側か ら見 直してみ る と い うこ と な
の です 。 一 つの 具体 例を 挙げてみ ま しょう。 数学， 物理，
化学， 生物， 地学 と いっ た 専門 の 講義 を 別 々 の先生か ら受
け た と しま しょう。 諸君は 一 つ一つの 講義か ら教 わ っ てゆ
報 第200号
〈 過 程で＼例えば物理 を 教 わ りな が ら， 物理の 世界か ら一
旦外 へ出て， 教 わ っ た 物理 を ， 他の課 目 を に らみ合せ て，
見直 してみ る の です 。 そ7す る と 非常 に 面白いこ と が わか
っ てき ま す 。 それ ま で 「物理 」と いう枠の 中 だけ で考 えて
い た こ と が， 他の生物学 や化学 な ど の 中 に も ， いくらで も
出てくる の です 。 諸君の うちで 若し何か一 つの課 目 に 特別
な 興 味を も つも のがあ っ た ら， それ を 中 心に してで も よ い
か ら， 他の科 目 で教わ っ た こ と を ， 一 つ一つ自 分の興 味の
中 心に 関係 づけ て考 えてみ てごらん な さ い。 大学に も カ リ
キ ュ ラ ム と い うの が一応 決め られ てお り， 物理 だ化学 だと
別 々 に 教 えてい ま すが， こ れ は 全く教育 技術上の も の であ
っ て， 本 当の サ イ エン ス と い うも の の 中 身に は， こ んな 区
別 は な い の です 。 本 来 全くす べてを 一 つに して理解す べき
も の な の です 。 こ れか ら色々 な 先生に 色々 な こ と を 教 わ っ
てゆ く間 に ， こ の 点を 充分意 識して反趨消化 を やっ てごら
ん な さ い ， そうす る と 一 つ一 つの 講義の 聞に つな が りの あ
る こ と がわ か っ てき て， 学 問体系の よ うな も の が大 づか み
に で き る よ うに な る と 思い ま す 。 こ れが大学生 らしい勉強
の し方 では な いか と 想、い ま す 。
その ほか， 二三 こ れに つけ 加えた いこ と があ りま す 。 ま
ず， 一 つ一つの学 問に は それ ぞれ に 筋道 と いうか論理 と い
うも のがあ りま す 。 そこ で一 人 一人の先生の講義の 中 に も
筋道が 必ず あ る は ず です か ら， 諸君は その 筋道 を 飲み 込む
よ う努 力 して下さ い， 筋道に 沿っ て頭 に 入れ てゆ け ば頭 に
入り易い し， 頭 に 入れ た あ と も 整理 し易い は ず です 。 私の
こ れ ま での 経 験に よ りま す と ， 学生 さ ん 達は 筋道を 無視し
てた だ試 験目 当てに ， 断片的に ， しか も 漠然と 暗記してい
る だけ です 。 だか ら一 寸ひねっ た 問題， 例えは 、論理構成が
頭に 入っ ている か ど うか を 試す 問題を 出す と ， ま と も に 答
えられ な くな っ てしま うの です 。 化学の 問題に 例えていい
ま す と ， 何か 一つの 成分の分 析方法に つい て問いか け る と ，
何と いう指薬 と 何と いう指薬を 加えて， ど うす る ， こ うす
る と いうよ うな 答えが 比較的簡単 に 出 てくる の です が， 似
た よ うな 問題で も ， その成分の分 析法 の 原理 を 書け と いう
問題に 変える と ， き っ ぱり答えられ な い と い っ た こ と に な
る の です 。 私が こ こ で 言い た いの は ， 何で も 物事の 中 味を
論理立 てて勉強してほしいと いうこ と な の です 。 普段の講
義の 折も ， こ の よ うな 態度 で 聞い ている と す れ ば， も っ と
も っ と 質問が出 てくる は ず な の です 。
私自 身理科系 出身な の で， こ れ ま で 挙げた いくつか の 例
は 自 然科学の も の ばか りで した が， こ こ で 趣 を 変えてみ ま
しょう。 諸君は 英会話 を やっ た こ と があ る で しょう。 私も
外 国 に 留学 した 時， 散々 苦労 しま した が， その 苦労の うち
で 切実 だっ た の は 自 分の話 してい る 英語の文法の こ と で し
た 。 は じめ の うちは， 自 分で しゃべっ てい る 間， 文法 的に ，
あ っ 間 違っ た ， ま た 間 違っ た と それ ばか り気に していま し
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た が， 段々 慣れ てくる と ， それが余 り気に な らな くな っ て
き た の です， 特に 一 杯飲み な が ら話 してい る と き な ど， 実
に す らす ら出 る よ うに な りま した 。 こ ん な 時， は じめ て自
分の意 思が相手に よ く通 じてい る の です 。 それは 文法 を 間
違わ ず に 話せ る よ うに な っ た か らでは な し それ よ り も 自
分の意 思を 相手 に 伝える こ と に 集 中 で き る よ うに な っ た か
らな の です ， こ こ で 今私が 何で こ ん な 話 を した か と 言い ま
す と ， 学 問で あ れ， 趣 味であ れ， ス ポー ツ であ れ， ど ん な
こ と に も 人 が 何か やろ うと す る 時， その一 つ一 つの こ と に
は 目 的と い うも の が あ りま す， 諸君は 大学に 入っ てか らい
ろ い ろ な こ と を 勉強す る の ですが， 一つ一 つの持 ってい る
目 的と い うも の を ， 決して見 失わ な い で ほしい と 思うの で
す。 今の 例で 申しま す と ， 英語学では 文法 と い うル ー ルが
あ っ て， それ を体系 づけ る の が 目 的では な いか と 思い ま す
が， 英会話では， その 目 的は あ くま で も communicationで、
あ っ て， 少し位文法上の 誤りが あ っ ても ， 自 分の意 思を 相
手 に 充分 伝える こ と がで き れ ば， それ で 目 的は 果せ る の で
す， ですか ら閉じ英語で も ， 英語学 と 英会話 と は それ ぞ、れ
目 的を 異に してい ま す か ら英語学の 勉強の し方 と ，
政
省
令
o国 立大学の大学院に 置 く研究科の名 称 及
び課 程を 定め る 政令の 一部 を 改正す る 政
令 （ 46)
o国立養護教諭養 成所設置法の 廃止に 伴う
関係政令 の 整理に 関す る 政令 （47)
o国立大学の 附 属の学校 に 関 す る 政令の ー
部 を 改正す る 政令 （ 48)
0日 本育英会法施行令 の 一部 を 改正す る 政
令（76)
0義務教育 諸学校施 設 費国 庫負担法施 行令
等の一 宮13を 改正す る 政令 （ 101)
d』,., 
o国立学校設置 法施行 規則 の 一部 を 改正す
る 省令 （ 文部 活 ）
英会話
（語習）
3 ・ 31
3 . 31 
3 ・31
4 . 5 
4 ・18
3 ・ 31
報 第20 0号
の 勉強の し方 に 相 違があ っ ても 少しも お か しくな い わ け で
す 。
以上で私の 申上 げた い こ と の幾 つか を お 話 ししま したが ，
最後に 諸君は こ の 大学 で ， 学業 だけ を 学 ぶの で、は な い こ と
も 申し添えた い と 思い ま す， 御存知の よ うに 本学に は多 く
の ス ポー ツ 団体 と か ， ま た 文化 団体 と い っ た 容れ物 があ り，
諸君の 入部 を 待ち受け てい ま す が， 諸君は こ れ らを 通 じて，
卒業 ま でに 多 くの こ と を 学び と る こ と がで き る と 思い ま す 。
要 は 先 程か ら申し上 げてい ま す よ うに ， こ れ ら一 つ一 つの
容れ物に は ， 本 来 的， 本 質的な 存在 目 的があ る は ず です 。
こ の 点を 十分意 識して， その 目 的に 沿っ た よ き 伝統を ， 自
分 の 力 で 築き 上 げる 位の気 概を も っ て大 い に 活 躍され る よ
う希望しま す 。
新 入生の 諸君は ， こ れか らこ の 大学で学業に 諜外 活 動 に ，
以上 申し述べた よ うな気持 で・頑張っ て下 き れ ば， 必ず や有
意義な大学 生活 を 送る こ と がで き る と 思い ま す。 そうす れ
ばこ の 富 山 の地に 愛着が持 てる よ うに な り， 諸君の 人生 の
将来に ま た 一つ豊か き が 加わ る こ と に な る で し ょう， ど う
か 本気 で‘頑張っ て下さい 。
0国立大学の学科 及び課 程並びに 講 座及び
学科 目 に 関 す る 省令の一 部を 改正す る 省
令 （ 文部 6 )
。国 立大学共 同 利 用 機 関 組 織運営 規則の ー
部 を 改正す る 省令 （ 文部 7 )
0国立大学の大学附置の研究所の研究部門
に 関す る 省 令の一部 を 改正す る 省令
（ 文部 8 )
o国立養護教諭養成所設置法の 廃止に 伴う
関係文部省令 の 整理に 関 す る 省令 （ 文部 9 ) 
0文部 省定員 規則 の 一部 を 改正す る 省令
（ 文部10)
0国立の学校に お け る 授業料 その他の 費用
に 関す る 省令の 一部 を 改正す る 省令
（ 文 部11)
3 ・3 1
3 . 31 
3 . 3 1  
3 ・3 1
3 ・ 31
4 ・ 1
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0日 本育英会が特別 貸与 を 行 う場合の認定
方 法 に 関 す る 省令 の 一部 を 改正す る 省令
（ 文部12 )
員IJ
0俸給表の 適用 範囲の一部 を 改正す る規則
（ 人事 院9 - 2 )  
0特殊勤務手 当の一部 を 改正す る 規則
（ 人事 院9 -30 ) 
0特地勤務 手 当等の 一部 を 改正す る 規則
（ 人事院 9 - 55 )  
方言
。大学等の研究機関等に お け る 組 換えD N 
A実 験指 針の 規定に 基 づき 宿主ー ベ ク タ
一系 を B I レ ベルの宿主ー ベ ク タ 一系 と
し て 認定す る 件 （ 文部 55 )
0国 立の義務諸学校等の 児童生 徒等に つ い
4 . 1 
4 ・11
4 . 11 
4 . 28 
4 . 1 
報
て 災害共済 給付 契約に 係 る 昭和 55年度 以
後の共済 掛金の 額の うち そ の保護者等 か
ら徴収す る 額を 定め る 等の 件 （ 文部 57 )
0固有資産等所在 市町村交付金の交付等に
つ い て の事務委 任 に 関す る 件の一部 を 改
正す る 件 （ 文部 59 )
0日 本育英会 法施 行令の 規定に よる 試 験所 ，
研究所又 は文教施設 と し て 指定 し た 件
（ 文部68 )
O日 本育英会法施行令の 規定に よ る 研究所
等 を 指定 した 件の一部 を 改正す る 件
（ 文部69 )
0学校図 書館 司書教諭講習実施要項を 定め
た 件 （ 文部73 )
0文部省共済組合運営 規則 の一部 を 改正す
る 件 （文部86 )
富 山 大 学学則の一部改正
富 山大学学則 の一部 を 改正す る 学則を 次の と お り 制定す る 。
昭和 55年 4 月 18 日
富山大学学員ljの一部を改正する学則
富 山大学学則 （ 昭和2 5年 1 月 20 日 制定 ） の一部 を 次の ように 改 正す る 。
第42条から44条ま での うち 「（ 掌る 。」を 「掌理す る Uに 改め る 。
第43条第 2 項中 「受け て 」を 「受け 」に 改め る 。
第44条の 2 を 第44条の 3 と し ， 第44条の 次 に 次 の 1 条を 加 える 。
富山大学長 相H図
第44条の2 トリ チ ウ ム 科 学セ ン タ ー に セ ン タ 長ー を 置 く。
2 セ ン タ 一長 は， 学長 の命 を受け トリ チ ウ ム 科 学セ ン タ ー に 関 す る 事項を 掌理す る 。
第200号
4 ・ 1
4 ・ 1
4 ・1 7
4 ・17
4 . 24 
4 ・ 28
友 道
第4 5条第 2 項中 「事務局 は， 」を 「事務局 に お い ては，」に ， 「掌る uを 「っかさ どる りに 改め ， 同条第 3 項中 「学生部
は ，」を 「学生部に お い て は，」に ， 「 掌る りを 「っかさ ど る 叫に 改め る 。
第66条中 「専 攻生の授業 料は月 額 8 ,000 円と し ，」を 「専 攻 生の授業 料は， 月 額10 ,000 円と し ，」に 改め る 。
第67条第 3 項中 「l 単位毎に 授業料4 ,000 円」を 「 l 単位ごと に 授業 料 5,000 円」に 改め る 。
第70条の 2 第 3 項中 「 l 単位毎に 授業 料4 ,000 円」を 「 1 単位ごと に 授業 料5,000 円 」に 改め る 。
第77条の 2 を 第77条の 3 と し ， 第 18章の 次 に 次 の l 章 を 加 える 。
第18章の2 トリ チ ウ ム 科学セ ン タ ー
第77条の2 本 学に トリ チ ウ ム 科 学セ ン タ ー を 置 く。
2 トリ チ ウ ム 科学セ ン タ ー に 関す る 規則 は， 別 に 定め る 。
別 表 第 1 の 人文学部 の 項中 「文化人類学 」の次 に 「言語学 」を ，「中 国語学 」の次に 「中 国文 学」を加 え， 同表 経済学部
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の 項中 「 経済原論第 l」の次に 「 経済原論第 2」を ， 「 企業 関係 法 」の 次 に 「倒産 関係法 」を 加 え， 同 表理学部の 項中 「 ム
陸水学 」の 次 に 「ム雪氷学 」を 加 える 。
別表第 2の文理学部の 項を 削り， 同表総定員欄の 人文学部 の 項中 「 240名 」を 「3 20名 」に ， 経済学部の 項中 「60名 」を
「1 20名 」に ， 理学部の 項中「1 20 名 」を 「 160名 」に ， 同 「90名 」を「1 20名 」に ， 合計の 項中「4 ,435 名 」を「4 ,6 20 名 」に 改め
る 。
別表第 3 の 経済学部 の 項中
経 営 学 科
の 次 に
「
経営法学科
を 加 える 。
附 則
中 学校教諭 l級普通免許状
高 等学校教諭 2級普通免許状
中 学校教諭 l級普通免許状
高等学校教諭 2級普通免許状
（ 社 会 ）
；社会， 商業）
（ 社 会 ）
こ の学 則 は， 昭和55年 4 月 18 日 から施 行し ， 昭和55年 4 月 1 日 から適用 す る 。
2 昭和55 年3 月 3 1日 以後 引き 続 き 在学 し て い る 専 攻生， 研究生， 聴講生及 び特別 聴講生 に 係 る 授業 料の 額 は， 学 則 そ の
他の 規則 に 定め られ た 在学期 間 （ 在学期 聞が 延長 さ れた 場合 で， 当該延長 期 間 の 始期 が昭和55年 4 月 1 日 以後 であ る も
の を 除 く。） が 満了す る ま での 聞 は， 従前の 額と す る 。
富 山 大学大 学院学則の一部改正
富 山 大学大学学 院学則 の一部 を 改正す る 学 則 を 次の と お り 制定す る 。
昭和55年 4 月 18 日
富山大学大学院学則の一部を改正する学則
富 山 大学大学 院学則 （ 昭和53年 4 月 1 日 制定 ） の一部 を 次の よ うに 改正す る 。
第 1条中 「関し 」を 「関し ， 」に 改め る 。
富山大学長 柳 田 友道
第1 6条第 l 項中 「学生に 他大学の大学 院と の協議 に 基 づき 」を 「他の大学 院と の協議に 基 づき ， 学生に 当該大学 院の 」
に 改め る 。
第 四条中 「者 は， 」を 「者に は， 」に 改め る 。
第31条中 「及 び 」を 「並びに 」に 改め る 。
第34条中 「並ひ”に 」を 「及 び 」に 改め る 。
第38条及 び 第39条を 次の よ うに 改め る 。
（ 研究科 規則IJ)
第38条 研究科に 関す る 規則 は， 5.JIJに定め る 。
（ 本学学則 の 読替）
第四条 こ の学則 中 ， 本学学則 を 準用 す る 場合 は， 「学音E」と あ る の を 「研究科 」と ，「学部長 」と あ る の を 「研究科長 」
と ， 「教授 会 」と あ る の を 「研究科委員 会 」と 読み替える も の と す る 。
別 表第 1 中
「
｜ 工学研究科 ｜ 工業化学専 攻 ｜
を
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「
｜ 工学研究科 ｜ 工業化学専 攻
｜
」
「
l口h、 計
」
を
「
ムロ、 計
」
に 改 める 。
附 則
こ の学則 は ， 昭和 55年 4 月 18 日 か ら施行 し ， 昭和 55年 4 月 1 日 か ら適用 す る 。
富 山 大学教務委員会規則の制定
富 山 大学教務委員 会 規則 を次の と お り 制定す る 。
昭和 55年 4 月 18 日 富山 大学長 柳 田 友 道
富山大学教務委員会規郎
（ 設 置 ）
第1条 富 山大学に ， 教務に 関 し 全学 に 共通す る 事項を審議す る た め， 富 山 大学教務委員 会 （ 以下 「委員 会 」と いう。） を
置 く。
（ 審議事項）
第2条 委員 会 は ， 次の事項を審議す る 。
(1 ） 学年 暦に 関す る こ と 。
(2) 編 入学， 転入学， 再入学 及 び 転学部 に 関す る こと 。
(3) 留学生 に 関す る こ と
(4) 非常勤講 師 の調 獲に 関 す る こ と 。
(5） 教務に 闘し 学部 （ 教養部 を含む。） 聞の連絡調 整に 関す る こ と 。
（ 組 織）
第S条 委員 会 は ， 次 の 各号に 掲げる 委員 をも っ て 組織す る 。
(1) 学長
(2) 学部長 及 び教養部長
(3) 学部及 ぴ教養部の教官 （ 教授， 助教授 若し くは 専任講師 ） 各 1 名
(4) 学生部長
2 前 項第 3 号の委員 は， 学 部長 又 は 教養部長 の 推薦に 基つ ーき 学長が命 ずる 。
（ 任 期 ）
第4条 前条第 1 項第 3 号の委員 の 任期 は ， 2 年 と し ， 再任 を妨げな い 。 た だ し ， 補 欠の委員 の任期 は， 前任 者の 残任期
間 と す る 。
（ 委 員 長）
第5条 委員 会 に 委員 長 を置 き ， 学長 をも って 充て る 。
2 委 員 長 は ， 委 員 会 を招集 し ， そ の議長 と な る 。た だ し ， 委員 長 に 事 故あ る と き は ， 委員長があ らか じめ指名 し た 委員 が
そ の職務 を行 う。
（ 議 事 ）
第6条 委 員 会 は ， 委員 の半数 以上 の 出 席 をも っ て 成立す る 。
2 委員 会 の議事は， 出席委員 の過半数 をも っ て 決し ， 可否同数の と き は ， 議長が こ れ を決す る 。
（ 意見 の 聴取）
第7条 委員 会 が 必要 と 認 めた と き は ， 委員 以外の 者の 出 席 を求めて 意見 を聞くこ と がで き る 。
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（ 幹 事 ）
第8条 委 員 会 に 幹事 を置 き ， 学生部 次長 をも って 充て る 。
（庶 務 ）
第9条 委員 会の庶 務 は， 学生部学生課に お い て 処理す る 。
を
附 則
こ の 規則 は， 昭和55年 4 月 18 日 か ら施行す る 。
富 山 大学教養部規則の一部改正
富 山 大学教養部 規則 の一部 を改正す る 規則 を次の と お り制定す る 。
昭和55年 4 月 18 日
富山大学教養部規則の一部を改正する規則
富山 大学教養部 規則J （ 昭和42年 4 月 1 日 制定 ） の一部 を次 の ように 改正す る 。
別 表 中
社 会 環境論 2 
総
自然環境論 2 
社 会 環境論
i口入
現 代 社 会 論 2 
自 然と 文 化 2 
」
社 会 環境論 4 
総 社 会 環境論
自 然環境論 4 
現 代 社 会 論 2 
富 山の 自 然 2 
i口" 
自 然と 文 化 2 
」
に 改 める 。
附 則
第200号
富 山大学長 柳 田 友 道
こ の 規則 は ， 昭和55年 4 月 18 日 か ら施行 し ， 昭和55年 4 月 1 日 か ら適用 す る 。 た だ し ， 昭和54年度 以前 の 入学者に つい
て は ， な お 従前の 例に よる 。
富山大学トリチウム科学センター
創設準備委員会要項の廃止
富 山 大学 トリ チウ ム 科学セ ン ター創設準備委員 会要 項を廃止す る 要 項を次 の と お り 制定す る 。
昭和55年 4 月 18 日 富 山大学長 柳 田 友 道
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富山大学トリチウム科学センター創設準備委員会要項を廃止する要項
富山 大学 ト リ チウ ム 科学セ ン ター 創設準備委員 会要 項 （ 昭和 55年 2 月 1 5日 制定 ） は ，廃止す る 。
附 則
こ の要 項は ， 昭和 55年 4 月 18 日 か ら実施す る 。
富山大 学トリチウム科学センタ一規則の制定
富山大学 ト リ チウ ム 科学セ ン タ一規則 を次 の と お り 制定す る 。
第200号
昭和 55年 4 月 18 日 富 山 大学長 柳 田 友 道
富山大学トリチウム科学センタ一規則
（ 趣 旨）
第1 ！条 こ の 規則 は ， 富 山 大学学則 第77条の 2 第 2 項の 規定 に 基 つ弓， 富山 大学 ト リ チウム科学セ ンター （ 以下 「センタ
一」 と い う。） に 関 し ， 必要 な 事 項を定 める 。
（ 目 的 ）
第2条 セ ンタ はー ， ト リ チウム に 関す る 教育研究 を行 い 併せ て ト リ チウム を使用 し て研究 を行 う学 内 外の教官そ の 他こ れ
に 準 ずる 者の 利用 に 供す る こ と を目 的 と す る 。
（職 員 ）
第3条 セ ン ター に セ ン タ一長 を置 く。
2 セ ン タ一長 は ， セ ンター の 業務 を掌理す る 。
第4条 セ ン ターに 教授 ， 助教授 そ の 他の職員 を置 く。
2 セ ン ター長 及 び教官の選考に 必要 な 事 項は ， 別 に 定 める 。
（ 運営委員 会 ）
第5条 セ ン ターに セ ン ターの重要事 項を審議す る た め， ト リ チウ ム 科学セ ン ター運営委 員 会 （ 以下 「運営委員 会」 と い
う。） を置 き ， 次 に 掲げる 事項を審議す る 。
(1 ) 管理運営の基本方 針に 関す る 事項
(2) セ ン タ ー の セ ン ター 長 及 び教官の 人事に 関す る 事 項
(3) そ の 他セ ン ターに 関す る 必要 な 事 項
第6条 運営委員 会は ， 次の 各号に 掲げる 委員 をも っ て 組織す る 。
(1 ) セ ンター長
(2) セ ン タ一所属の教授
(3 ） 理学部長
(4) 理学部か ら選 出 さ れ た 教授 3 名
(5） 教育学部 ， 工学部及 び教養部か ら選 出 さ れ た 教授 各 1名
2 前 項第 4 号 及 び第 5号の委員 は ， 学長 が命 ずる 。
第7条 前条第 1 項第 4 号 及 び 第 5号の委員 の任期 は ， 2 年 と し ， 再任 を妨げな い 。 た だし ， 補 欠の委員 の任期は ， 前任
者の 残任期 間 と す る 。
第8条 運営委員 会 に 委員 長 を置 く。
2 委員 長 は ， セ ン ター 長 をも っ て 充 て る 。
3 委 員 長 は ， 運営委員 会 を招 集 し ， そ の議長 と な る 。 た だし ， 委員 長 に 事 故あ る と き は ， 委員 長 が あ らか じめ指名 し た
委 員 が そ の職務 を行 う。
第9条 運営委員 会 は ， 委員 の過半数 の 出 席が な け れ ば開 会す る こ と が で き な い 。
2 議事は ， 出席委員 の過半数 で 決し ， 可否同 数の と き は ， 議長が こ れ を決す る 。
第10条 運営委員 会 が 必要 と 認 めた と き は ， 委員 以外の 者の 出 席 を求めて 意 見 を聞くこ と がで き る 。
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第11条 運営委員 会 に 専 門 の事 項を調 査検討す る た め， 専 門 委 員 会 を董くこ と がで き る 。
2 専 門 委 員 会 に 関 し ， 必要な 事 項は ， 運営委員 会の議 を経て 委員長が別 に 定 める 。
第12条 運営委員 会に 幹事 を置 き ， 幹事は ， 人文学部 ・ 理学部事務長 をも っ て 充て る 。
（ 庶 務 ）
第13条 セ ン タ ー の庶務 は ， 当分の間， 関係部局 の協 力 を得て 人文学部 ・理学部事務部に お い て 処理す る 。
附 則
第200号
こ の 規則 は ， 昭和 55年 4 月 18 日 か ら施行 し ， 昭和5 5年 4 月 1 日 か ら適用 す る 。 た だ し ， こ の 規則 の施行 目前 に 「 富 山 大
学 トリ チウ ム 科学セ ン タ ー 創設準備委員 会要 項」に 基づいて 行 わ れ た トリチウム科学セ ン タ ー に 関す る 議 決事 項は ， こ の
規則 に 基づい て 行 わ れ た も の と みな す 。
富 山 大学トリチウム科学センターの
センター長及び教官選考規則の制定
富 山 大学 トリ チウム 科学セ ン タ ー の セ ン タ ー長 及 び教官選考 規則 を次 の と お り 制定す る 。
昭和 55年 4 月 18 日 富 山大学長 柳 田 友道
富山大学トリチウム科学センターのセンター長及び教官選考規則
（ 趣 旨）
第 1 条 こ の 規則 は ， 富 山 大学 トリ チウ ム 科学セ ン タ 一規則 第 4 条第 2 項の 規定に 基づき ， 富 山 大学 トリチウム 科学セ ン
ターのセ ン タ 一長 及 び教官の 候補 者の選考 に 関 し ， 必要 な 事 項を定 める 。
（ セ ン タ 長ー 候補 者の選考 ）
第2 条 セ ン タ ー長 候補 者の選考 は ， 富 山 大学 トリ チウ ム 科学セ ン タ ー運営委員 会 （ 以下「運営委員 会」 と い う。） の 推薦
に 基つ弓学長が行 う。
2 運営委員 会 は ， 前 項の 推薦に 当た っ て 本学の教授及 び教授 予定 者の うちか ら選定す る も の と す る 。
（ セ ン タ ー長 候補 者の選考時期 ）
第3 条 セ ン タ一長 候補 者の選 考は ， 次の 各号のー に 該当す る 場合に 行 う
( 1 )  セ ン タ ー長 の 任期 が 満了す る と き 。
(2 )  セ ン タ ー長が辞任 を申し 出 た と き 。
(3）セ ン タ ー 長 が 欠員 に な っ た と き 。
2 前 項第 1 号 に 該当す る 場合の選考 は ， 任期 満了の30 日 前 ま でに ， 同 項第 2 号 又 は 第3 号に 該当す る 場合は ， 速 やか に
こ れ を行わ な け れ ばな らな い 。
（ セ ン タ ー長 の任期 j
第4条 セ ン タ ー長の任期 は ， 2 年 と し ， 再任 を妨げな い 。
〈教官 候補 者の選考 ）
第 5 条 教官 候補 者の選考 は ， 運営委員 会の議 を経 て ， 学長が行 う。
（ 選考 委 員 会 ）
第6条 運営委員 会 は ， 教官 候補 者を選考す る 場合， 選考委員 会 を設け る 。
2 選考委員 会の委員 は， セ ン タ 長ー 及 び運営 委員 会が選 出 し た 教授 （ 原則！と し て 4 名 ） をも っ て 構成す る 。
3 選考委員 会 は ， 富 山 大学教 員 資 格基準 に より 教 官 候補 者を審査選定 し ， 運営委 員 会 に 報告す る 。
（ 教官 候補 者の 内 申）
第 7 条 運営委 員 会 は ， 前条第 3 項の教官 候補 者に つい て 可否を決定す る 。
2 前 項の 決定に 当た っ て は ， 構成員 の 3 分の 2 以上出席す る 会議に お い て ， そ の 3 分の 2 以上の 同 意 を要す る も の と す
る 。
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3 セ ン ター 長 は ， 運営委員会に お い て 決定 し た 教官 候補 者を学長 に 内 申す る 。
附 則
こ の 規則 は ， 昭和55年 4 月 18 日か ら施行す る 。
富 山 大学教員（教授・助教授・講師）
選考基準の一部改正
富 山 大学教員 （ 教授 ・ 助教授 ・ 講 師 ） 選考基準の 一部 を改正す る 基準 を次 の と お り 制定す る 。
昭和55年 4 月 18 日 富 山 大学長 柳 田 友 道
富山大学教員 （教授 ・助教授 ・講師） 選考基準の一部を改正する基準
富 山 大学教員 （ 教授 ・助教授 ・ 講師 ） 選考基準 （ 昭和29年 5 月 28 日 制定 ） の 一部 を次の ように 改正す る 。
第 1 条を次 の ように 改 める 。
第1 �条 教 員 の選 考 は ， 教育公務 員 特別法第 4 条の 規定 に より 教授会の議に 基 づき 学長 が こ れ を行う。 た だ し ， ト リ チ ウ
ム 科学セ ン タ ー 及 び保健管理セ ン ターの教員 の選考に つい て は ， 富 山 大学 ト リ チ ウ ム科学セ ン タ一規則 又 は富山大学保
健管理セ ン タ一 規則 の 定 める と こ ろ に よる 。
附 則
こ の基 準 は ， 昭和 55年 4 月 18 日か ら施行す る 。
富 山 大学放射性同位元素総合実験室運営規則
の一部改正
富 山 大学 放射性同位元素総合実 験室運営 規則 の 一部を改正す る 規則lを次 の と お り 制定す る 。
昭和55年 4 月 18 日 富 山 大学長 柳 田 友 道
富山大学放射性同位元素総合実験室運営規則の一部を改正する規則
富 山大学 放射性同 位元素総合実 験室運営 規則 （ 昭和40年 4 月 22 日 制定 ） の 一部 を次の ように 改正 す る 。
題名 の 「富 山 大学 放射性同位元素総 合実 験室運営 規制」を 「 富 山 大学 放射性同位元素総 合実 験室規則 」に 改 める 。
第 1 条を次 の ように 改 める 。
（ 設 置 ）
第 1 条 富 山 大学 に放射性同位元素 （ 以下 「同位元素」と い う。） の教育 及 び研究 を行うた めの教育研究砲設 と し て ， 富山
大学 放射性同位元素総 合実 験室 （ 以下 「実 験室」と い う。） を置 く。
第 3 条中 「 室長 は 」を「室長は， 」に ， 「 っか き ど り ， 」を「掌理 し ， 」に 改 める 。
第 4 条第 2 項中 「代行す る dを 「 行うりに 改 める 。
第 5 条中 「 円滑 な る 運営 」を「 円滑 な 運営 」に 改 める 。
第 6 条第 1 項第 3 号 中 「 そ の 他， 」 を「そ の 他」に 改 め， 同条第 3 項中 「 2 年 と す る 。 た だ し ， その補 欠委 員 の 任期 は 前
任 者者の 残任期 間 と し ， い ずれ も 再任 を妨げな い dを「2 年 と し ， 再任 を妨げな い 。 た だ し ， 補 欠の委員 の 任期 は ， 前 任
者の 残任期 間 と す る りに 改 める 。
第 7 条第 2 項中 「指名 す る 」を「指名 し た 」に， 「代 行す る uを 「 行 うωに 改 める 。
第 8 条第 1 号 中 「 そ の 他， 」を 「 そ の 他」に 改 める 。
第10条中 「事務局 」 を 「 経理部主計課 」に 改 める 。
附 則
こ の 規則 は ， 昭和55年 4 月 18 日か ら施行す る 。
昭和 55年 4 月 号 声崎一望ー 報
富山大 学放射性同位元素委員会規則の一部改正
富 山 大学 放射性同位元素委員 会 規則 の一部 を改正 す る 規則 を次の と お り制定す る 。
第200号
昭和 55年 4 月 18 日 富 山大学 長 柳 田 友 道
富山大学放射性同位元素委員会規則の一部を改正する規則
富 山 大学 放射性同位元素委員 会 規則 （ 昭和40年 1 月 1 日 制定 ） の 一部 を次の ように 改正す る 。
第 l 条中 「（ 以下 「本学 」 と いう。） を削り ， 「 使用 す る 研究の 促進 をは か り 」を 「 使用 し て 教育研究の 推進 を図り」 に 改
める 。
第 2 条の 見 出し の 「 （ 任務 ） 」を「（ 審議事 項） 」に ， 同条第 l 項中 「次 の 各号に 」を 「 次 に 」に ， 第 l 号 中 「研究施設 」
を「教育研究施 設 」に 改 め， 第 5 号 以下 を次 の ように 改 める 。
(5) 放射線取扱 主 任 者及 びそ の代 理者の指名 に 関す る こ と 。
(6 )  放射性同 位元素総 合実 験室長 の指名 に 関 す る こ と 。
(7) そ の他委員 会の 目 的達 成 に 必要 な こ と 。
同条第 1 項の 次 に 次 の 1 項を加 える 。
2 前 項第 2 号の 規定は ， ト リ チウム科学セ ン タ ー に は 適用 し な い。
第 3 条第 1 項各号 を次の ように 改 める 。
(1 ) 学部及 び教養部か ら選 出さ れ た 教官 （ 教授 又は 助 教 授 ） 各 2 名
(2 ) 放射線取扱主任 者及 びそ の代 理者
(3) ト リ チウム科学セ ン タ 一長
(4）放射性同位元素総 合実 験室長
(5） 事務局 長
同条第 3 項中 「 2 年 と す る 。 た だ し ， そ の補 欠委 員 の 任期 は 前 任 者の 残任期間 と し ， いずれ も 再任 を妨げな いuを 「 2
年 と し ， 再任 を妨げな い。 た だ し ， 補 欠の委員 の任期は ， 前任 者の 残任期 間 と す る dに 改 める 。
第 4 条第 1 項中 「委員 長 は 」を「委 員 長 は ， 」に ， 同条第 2 項中 「指名 す る 」 を「指名 し た 」に， 「代行す る りを 「行
7 ojに 改 める σ
第 5条中 「議事は 」を「議事は ，」に 改 める 。
第 6 条中 「委 員 会 は 」を「委員 会に 」 に 改 める 。
第 7 条第 1 項の 「委 員 会 に 次 の 各号に 掲げる 幹事 を置 くりを「委 員 会 に 幹事 を置 き ， 次 の 各号に 掲げる 者をもっ て 充
て る りに ， 同 項第 4 号 中 「そ の他 ，」 を「そ の他 」に 改 め， 同条第 2 項中 「事務 を掌る uを「事務 を掌理す る りに 改 める 。
第 8 条を削り ， 第 9 条を第 8 条と し ， 同条を次の ように 改 める 。
第8条 委員 会の庶務は ， 当分 の 問 ， 経 理部主計課に お いて 処理す る 。
附 則
こ の 規則 は ， 昭和 55年 4 月 18 日 か ら施行す る 。
富山大学経営短期大学部学則の一部改正
富 山 大学経営 短期大学部学 則 の 一部 を改正す る 学 則 を次の と お り 制定す る 。
昭和 55年 4 月 17 日 富 山 大学経営 短期大学部学長 柳 田 友 道
富山大学経営短期大学部学則の一部を改正する学則
富 山 大学経営短期大学部学則 （ 昭和34年 4 月 1 日 制定 ） の一部 を次 の ように 改正す る 。
第37条中 「1 単 位 毎に 4 ,000 円」を「1 単 位 ごと に 5,000 円 」に 改 める 。
附 則
こ の学 則 は ， 昭 和 55年4 月 17 日 か ら施行 し 昭和 55年 4 月 1 日 か ら適用 す る 。
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昭和55年度第 1回教養部運営協議会
（審議事項）
鼻地弓ー
( 4 月 18 日 ）
(1）富 山 大学教養部 規則 の一 部改正に つ い て
昭和55年度第 1回大学院委員会
（審機事項）
( 4 月 18 日 ）
11 ）富 山大学大学院学 則 の一部改正 に つ い て
昭和55年度第 1回評議会
（報告事項）
( 4 月 18 日 ）
( 1 ）短期高 等教育機関 （ 高岡） の 創設準備調 査に 関す る 事
務の委嘱に つ い て
( 2 ）教官人事に つ い て
(3 ）昭和 55年度富 山 大学理学部 ， 工学部 入学 者選 抜試 験合
格者の補充 （ 4 月 10 日及 び14 日 持 ち 回 り 評議会 ） に つ
い て
(4 ）転学科に つ い て
（審議事項）
( 1 ）富 山 大学学則 の 一部改正 に つ い て
報
(2 ）富 山 大学大学院学則の一部改正 に つ い て
(3 ）富 山 大学教務委員 会 規則 の 制定 に つ い て
第200号
(4 ）富 山 大学将来計画委員 会 規則 の 制定 に つ い て
( 5）富 山 大学教養部 規則 の 一部改正 に つ い て
(6 ）富 山 大学 ト リ チウ ム 科学セ ン ター 創設準備委員 会要 項
を廃止す る 要項の 制定に つ い て
( 7 ）富 山 大学 ト リチウ ム 科学セ ンタ一 規則 の 制定 に つ い て
(8 ）富 山 大学 ト リ チウ ム科学セ ン タ ー の セ ン タ ー 長 及 び教
官選考 規則 の 制定 に つ い て
(9 ）富 山 大学教員 （ 教授， 助 教授，
改正 につ いて
講 師 ） 選考基準の一部
( IO）富 山 大学 放射性同 位 元素総合実 験室運営 規則 の一部改
正 に つ い て
( I I）富 山 大学 放射性同位元素委員 会 規則 の一部改正に つ い
て
( 12）富 山 大学名 誉教授称号授与 に つ い て
( 13）再 入学に つ い て
( 14）編 入学に つ い て
異動区分 発 令 年 月 日 氏 名 異動前 の 所属官職 異 動 内 容 任 命 権者
55. 4 1 浅 井 亨 教授 （ 人文学部 ） 文 部 大 臣
II 都 竹 通年雄 II II II 
II 内 国 道 夫 II II II 
II 山 口 幸 祐 講師 （ II 富 山 大 学 長
採 用
II 神 前 進 一 助 手 （ II II 
II 草 薙 太 郎 II II II 
II 角 森 正 雄 II （ 経済学部 ） II 
II 尾 島 啓 子 II II II 
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II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
採 用 II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
1 藤 川 嘉 江
立 花 保 子
杉 田 吉 充
中 川 邦 明
酒 井 英 男
鈴 木 孝 志
小 倉 利 丸
寺 西 千代子
寺 岡 清
大 房 龍 雄
松 田 光 栄
高 見 明 子
朝 野 真
佐 藤 j享
寺 林 忠 男
中 三 川 敏 之
永 井 昭 光
寺j畢 達 範
稲 垣 克 己
松 本 修 一
武 田 正 夫
石 橋 英 二
安 川 範 昭
宮 崎 康 之
佐 野 ↑専
増 山 照 夫
安 祭 昌 子
秋 田 直 美
...... 弓ー
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助手（ II 富山 大 学 長
II II II 
教授（理学部） 文 部 大臣
助手（ II 富山 大 学 長
II II II 
講師（教養部） II 
II （経営短期大学部） II 
助手（ II II 
教諭（教育学部附属小学校） II 
II （教育学部附属中学校） II 
II （教育学部附属幼稚園） II 
文部事務官（庶務部庶務課） II 
II II II 
II （経理部主計課） II 
II 
（学
人
部
文学部 理
）
／ II 
II II II 
II II ” 
II II II 
II （教育学部） ” 
II （経済学部） II 
II II II 
II （工学部） II 
II （教養部） II 
II （附属図書館） II 
文部技官 （工学部） II 
II 
（
教
成 育員
学部植物育
）／ II 
事務補佐員 （土1子芸首白 学部 ・
理
｝／ II 
II II II 
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55 . 4 . 1 車 田 ｛ フ巳 技術補佐員 （ II II 
II 高 橋 キ ク エ 臨時用務 員 （ 教育学部 ） II 
II 森 田 義 jllj 事務補佐員 （ 工学部） II 
II 竹 内 睦 美 II （ 附属図 書館 ） II 
II 塩 谷 委津子 II II II 
55 . 4 .  7 藤 野 良 雄 臨時用務員 （ 工学部作業員 ） II 
55 . 4 9 黒 田 智 子 II II II 
5 5 .  4 14 坂 東 正 子 事務補佐員 （ 工学 部） II 
II 竹 森 義 雄 II （ 附属図 書館 ） II 
II 藤 木 粥三郎 II II II 
5 5 .  4 .  16  清 水 和 子 文部技官 （ 教育学部調理士 ） II 
5 5 .  4 .  1 鈴 木 敏 昭 助手 （ 東京 大学文学部 ） 助教授 （ 人文学部 ） 文 部 大 臣
II 有 i畢 俊太郎 講師 （ 教育学部） II （ 教育学部 ） II 
II 小 郷 直 言 II （ 経済学部） II （ 経済学部） II 
II 中 藤 康 俊 助手 （ 金沢大学法文学部 ） II " II 
II 関 口 健 II （ 東北大学理学部 ） II （ 理学部 ） II 
II 対 馬 勝 年 II 
（
北
研
海
究
道
所
大学 低温科学） II ／／ II 
II 中 国 三 郎 助教授 （ 理学部） 教授 （ 福井医科大学 ） II 
II 中 川 孝 之 II （ 工学部） II （ 工学部） II 
昇 任
II 飯 森 米 蔵 II （ 教養部） II （ 教養部） II 
II 鴨 野 幸 雄 II （ 教養部） II （ 金沢大学法文学部 ） II 
II 相 原 茂 講師 （ 教養部） 助 教授 （ 教養部 ） II 
II 梅 村 智恵子 助 手 （ 京都大学文学部） II II II 
II 前 田 正 己 東北大学経理部主計課長 経理部長 II 
II 森 慶 二 経理部主計課総務係長 経理部主計課課長補佐 II 
II 松 下 義 春 経理部主計課管財係管財主 任 経理部経理課給与係 長 富山 大 学 長
II 新 回 昌 六 経理部主計課 司計係予算主 任 工学部 会計係長 II 
II 三 井 進 主
人
任
文学部 ・理学部学務係学生 厚生課寮務係長 II 
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55 4 .  1 5.15.1 キ艮 Ht 経主
理
任
部経理課用度係物品管理 富用度山係商船長 高等専門学校会計課 富専
山門商学
船校高等長
II 高 瀬 邦 弘 教養部庶務係庶務主任 課
富福山祉医 科係長薬科大
学総務部庶務 富
大
山医学科薬科長
II 吉 回 恵 吉 文部事務官（附属図書館） 課
富閲山医覧科参薬考科係
大
長
学教務部図書 II 
II 斉 藤 純 一 II （経済学部） 庶務部 人事課給与係給与主任 富山大 学 長
II 吉 沢 誠 II （経理部主計課） 経理部主計課司計係予算主任 II 
II 牧 野 秀 応 II II 経理部主計課管財係管財主任 II 
11 高 邑 欣 市 II （学
人 文部
学部 理） 主人
文
任
学部・理学部学務係学生 11 
II 本 音 友 治 II （教養部） 教養部庶務係庶務主任 II 
II 柳 田 邦 雄 II II 教養部教務係教務主任 II 
55 4 .  1 加 賀 見 実 用富 度
山
係
商船
長
高等専門学校会計課 経理部経理課用度係長 富山大 学 長
転 任 II 稲 垣 博 明 文部事務官（工学部） 東京大学庶務部 人事課 東京大 学 長
II 藤 井 伸 市 用務員（教育学部） 経営短期大学部 富短期山大大学学部経学営長
55 4 .  l 荒 川 千恵子 助教授 （ II 助教授（茨城大学教育学部） 文 部 大臣
II 養 回 実 教授（工学部） 校長（富山工業高等専門学校） II 
II 庚 回 賓 II （教養部） 教授（愛媛大学法 文学部） II 
II 岡 本恵 也 助教授（経営短期大学部） 助教授（熊本大学教育学部J II 
II 長谷川 芝王ヨ宝」に 福島大学事務局長 事務局長 II 
II 加 藤 異 ー 事務局長 信州大学事務局長 II 
II 永 野 茂 信 課
国立
長
民族学博物館管理部庶務 庶務部 人事課長 II 
II 林 昇 庶務部 人事課長 国 文学研究資料館管理部庶務 II 課長
配 置 換 中山 忠 夫 琉球大学経理部主計課長 経理部経理課長II II 
II 金 津 正 一 経理部経理課長 信州大学経理部経理課長 II 
II 成 瀬 正 夫 経済学部事務長 教育学部事務長 II 
II 石 野 倶 行 経営短期大学部事務長 経済学部事務長 II 
II 高 木 行員lj 経理部主計課課長補佐 学生課課長補佐 II 
II 早 崎 寛 威 学生課課長補佐 経営短期大学部事務長 II 
II 中 田 昭 H軍 学生課学生係長 庶務部庶務課 文書係長 富山大 学 長
II 結 城 進 経理部主計課司計係長 経理部主計課総務係長 II 
亡－υ
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55 . 4 . 1 島 倉 重 二
II 刈 賀 春 樹
II 奥 田 真 一
II i中 健 松
II 山 岸 長 幸
II 西 尾 武
II 宮 越 一 男
II 高 森 言是
II 奥 村 行 夫
配 置 換
II 本 海 健 二
’l 村 淳 巌
II 高 岡 博
II 中 林 邦 夫
II 岡 田 東 彦
II 北 J ll 工力
II 高 森 i前
II 東 仙 博
II 武 田 勇 夫
II 手 塚 作 治
55 . 4 . 1 梅 原 隆 章
II 三 塚 正 臣
II 鶴 木 利 雄
II 藤 井 敏 孝
併 任 II 泉 敏 郎
” 本 田 5L 
II 山 村 敬
II 楠 瀬 勝
II 永 田 英 正
品同寺ー
教育学部会計係長
経理部経理課用度係長
経理部経理課給与係長
経理部主計課管財係長
経理部経理課 出納係長
工学部学務係長
厚生謀寮務係長
厚生課保健係長
経済学部学務係長
教育学部学務係長
教 養部教務係長
教 養部会計係長
工学部会計係長
工学部会計係経理主任
工学部会計係管財主任
文部事務官 （ 経済学部）
I I  （ 施 設課）
II （ 教育学部）
II （ 工学部作 業員 長 ）
教授 （ 教 養部 ）
II （ 教育学 部）
II II 
II II 
II II 
II （ 人文学部）
II II 
II II 
II II 
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経理部主計課 司計係 長 富 山大 学 長
経理部主計課管財係長 II 
経理部経理課 出納係長 II 
教育学部附属学校第 一係長 II 
教育学部会計係長 II 
学生課学生係長 II 
厚生課保健係長 II 
教 養部教務係長 II 
教育学部学務係長 II 
工学部学務係長 II 
経済学部学務係長 II 
工学部管理係長 II 
教 養部会計係長 II 
経
主
理
任
部経理課用度係物品管理 II 
工学部会計係経理主任 II 
経理部主計課 II  
II II 
施設課 II 
工学部警務員 II 
教
評
養
議
部長
員 （
期 間55 . 4 1) 
～57 .  3 . 31 文 部 大 臣
教育学部附属小学校長 II 期 間55 . 4 .  1 ～ 57 . 3 . 31) 
教育学部附属中学校長 II  
教育学部附属養護学校長 II 
教育学部附属幼稚園長 II 
教授 （ 文理学部 ） II 
II II II 
II II l/ 
II II II 
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55 . 4 1 長 沼 長 兵衛 教授 （ 人文学部 ） 教授 （ 文理学部 ） 文 部 大 臣
II 木 下 良 II II II II II 
II 山 口 博 II II II II II 
II 三 宝 政 美 II II II II II 
II 平 田 純 II II II II II 
" 奥 田 平八郎 " II " " " 
II 吉 田 清 " II " " " 
" 提 山 淑 郎 II II " " II 
" 都 竹 通年雄 " II " " II 
" 中 本 昌 年 助教授 （ II 助教授 （ " II 
" 木 下 喬 " " II " " 
鎌 田 元 一 II II " II " " 
" 北 村 純 一 II " " " " 
併 任 " 山 崎 幸 雄 講師 （ " 講師 （ II 富 山 大 学 長
" 佐 藤 進 " " " " " 
II 寺i孝 典 子 " " " " " 
" 山 口 幸 祐 " " " " II 
" 中 村 良 郎 教授 （ 理学部） 教授 （ " 文 部 大 臣
" 北 野 孝 一 II " " " I I  
" 風 巻 紀 彦 " II " " II 
" 田 中 専 一郎 II " II II II 
" 斎 藤 好 民 II II II II II 
II 松 本 賢 一 II " II II " 
" 中 川 正 之 " II " II " 
II 児 島 毅 " II " II II 
II 高 木 光司郎 II II II II " 
II 竹 内 豊三郎 II II II II II 
" 川 井 清 保 " II II II II 
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55. 4 . 1 後 藤 克 己 教授 （ 理学部） 教授 （ 文理学部 ） 文 部 大 臣
II 横 山 泰 II II II II II 
II 川 瀬 義 之 II II II II II 
II 小 黒 千 ,If_ II II II II II 
II 久 保 和 美 II II II II II 
？？ 小 林 貞 作 II II II II II 
II 堀 令 司 II II II II II 
II 広 岡 公 夫 II II II II II 
II 堀 越 叡 II II II II II 
II 杉 田 吉 充 II II II II II 
II 渡 辺 義 之 助教授 （ II 助 教授 （ II II 
” 鈴 木 正 昭 II II II II II 
II 近 堂 和 郎 II II II II II 
併 任 II 平 山 実 II II II II II 
II 岡 部 俊 夫 II II II II II 
II 常 川 省 三 II II II II II 
II 安 田 祐 介 II II II II II 
II 金 坂 市議 II II II II II 
II 尾 島 十 郎 II II II II II 
II 鳴 橋 直 弘 II II II II II 
II 井 上 �L II II II II II 
II 菅 井 道 三 II II II II II 
II 川 崎 一 朗 II II II II II 
II 小 畑 正 明 II II II II II 
II 関 口 健 II II II II II 
II 回 口 茂 講師 （ II 講 師 （ II 富 山 大 学 長
II 道 端 斎 II II II II II 
II 南 部 陸 助手 （ II 助手 （ II II 
18 ー
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55 . 4 . 1 J賓 本 イ申 治
II キ本 有 ー
II 高 安 紀
II 増 田 恭次郎
II 山 ロ 日青 司
II 東 軒 克 夫
併 任
II J I !  田 邦 夫
II 吉 田 喜 孝
II 東 川 和 夫
II 水 野 透
II 金 森 寛
／／ 菅 谷 孝
II 笹 山 雄 一
II 野 口 宗 憲
併任解除 55 4 1 森 井 正
公の
附
名 称
の 加 55 . 4 .  1 柳 田 友 道
公の
消
名 称
の 滅 55. 4 . 1 小 林 武
I 
55  4 1 荒 井 甚 雄
II 酒 井 5L 
If 山 本 秀 正
首平 職 II 神 戸 寿 々 代
II 中 村 理 正
II 藤 野 良 雄
55. 4 '  1 5  清 水 和 子
55 . 4 . 1 木 村 賓
II J l l  又 忠次郎
退 職
増 山 照 夫II 
II 佐 野 美恵 子
品同寺・
助手 （ 理学部）
II II 
II II 
II II 
II II 
II II 
II II 
II II 
II II 
II II 
II II 
助手 （ II 
II II 
II II 
教育学部附属学校第二係長
富 山 大学長
庶務部庶務課課長補佐
経理部長
教育学部事務長
文部技官 （ 教育学部農夫）
II （ 教育学部調理士 ）
文部事務 官 （ 工学部警務 員 長 ）
用
員
務
）
員 （ 経営短期 大学部作業
臨時
婦
用務
）
員 （ 富 山 大学教育学
部炊
技能補佐 員 （ 施設課汽 か ん 士 ）
臨時用務員 （ 学生課作業員 ）
技能補佐 員 （ 教育学部農夫 ）
事務補佐員 （ 工学部）
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助 手 （ 文理学部 ）
II II 
II II 
II 
II II 
II II 
II II 
II II 
JI （ 文理学部 ）
II II 
II II 
助 手 （ II 
II II 
II II 
教
併
育学部附属学校第一係長の
任 を 解除
ト リ チ ウ
命
ム 科
ず
学セ ン タ 一長事
務取扱 を る
庶務部
免
庶
ず
務課文書係長事務取
扱 を る
辞職 を 承認
II 
II 
II 
If 
II 
II 
昭和55年 3 月 31 日 限 り 退職
II 
II 
II 
第 200号
富 山 大 学 長
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
" 
II 
II 
富 山 大 学 長
文 部 大 臣
富 山 大 学 長
文 部 大 臣
II 
富 山 大 学 長
II 
” 
II 
II 
富 山 大 学 長
II 
” 
II 
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II 木 田 正 明 II （ 附属 図 書館 ） II II 
55. 4 . 2 手 崎 政 男 教授 （ 人文学部 ） 昭和55年 4 月 l 日 限 り 停年 に 文 部 大 臣よ り 退職
II 頭 川 徹 治 II （ 教育学部） II II 
II 小 森 典 II （ 教養部） II II 
55 4 .  1 1  永 井 正 夫 臨時作
用務員
）
（ 富 山 大学教育学
部 業員 昭和55年 4 月 10 日 限 り 退職 富 山 大 学 長
福 村 義 範 II （ 富 山 大学教養部II II II 作業員 ）
55. 4 . 13 堀 内 道 子 技能補電
佐員
交
（ 富 山 大
）
学庶務部
庶務課 話 換手 昭和55年 4 月 12 日 限 り 退職 ” 
55. 4 . 20 朽 木 令 子 技術補佐員 （ 富 山大学経理部 昭和55年 4 月 19 日 限 り 退職 II 主計課）
名 誉 教 授 の 称 号 授 与
昭和55年 4 月 停年退職 さ れ た 次の 方 々 に 対 し ， 昭和55年
4 月 18 日 付け で富 山 大学 名 誉教授の称号が贈 ら れた 。
名沓教授
手 崎 政 男
東京帝国大学文学部国文科卒業
文学士
昭和32年 4 月 富 山 大学助教授 （ 文理学部 ） に 就任， 同40
年 8 月 に 教授 に 昇任 き れ， 23年余 り の 永 き に わ た り 教育研
究 に 熱意 を 注 い で こ ら れ た 。
ま た ， 昭和43年 1 2 月 を 最初 に 評議員 の在任が 5年 2 ヶ 月 ，
文理学部長 及 び改組後の 人文学部長 と し て 学部長 の在任 3
年 2 ヶ 月 と 本学の管理運学に も 寄与 さ れて い る 。
特に 文理学部長 と し て 改組 を 手がけ 人文学部並びに理学
部設置 に 尽 力 さ れ本学の拡充発展 に 尽 き れ た 功 績 は 大 き い 。
一方， 専 門 と す る 歌論に お い て 「 有心」， 「 有心 と 幽玄」
な ど の著書があ る ほ か 関係論文 も 多 く 学界 で も 高 い 評価 を
受け て い る 。 ま た ， 国 語教育 に 関 し て も 教科書の編集， 論
集， 論文 も 多 〈 教育 界 で も 注 目 さ れ て い る 。
名 誉教授
頭 川 徹 治
日 本体育会体操学校高等科卒業
昭和17年 3 月 高 岡高等商業学校助教授， 同19年 4 月 高 岡
経済専門 学校助教授， 同20年 6 月 高 岡工業専 門学校助教授，
同2 5年 4 月 兼富 山大学助教授， 同26年 3 月 富 山 大学助教授，
同40年 7 月 富 山 大学教授 （ 教育学部） と な り ， 38年有余の
永 き に わ た り ， 終始熱心に 学生の教育 ・ 指導 に 専念 さ れ た 。
こ の 間， 同 51年 9 月 か ら 同 55年 3 月 ま での 3 年 7 月 の 問
教育学部附属養護学校の初代校長 と し て 同校の発展 に 尽 力
さ れ た 。
一方， た ゆ ま ざ る 研究に よ る 論文 と し て ， 「 運動部員 の 接
地足路面積 に つ い て の研究」 そ の 他 多数発表 し 貢献す る と
こ ろ が 多 い 。
学会等に お け る 活動 と し て 日 本体育学会北陸支部長， 富
山体育学会会長のほか， 富 山 県バ レ ー ボー ル協 会会長， 富
山 県 体育協会会長等 を 歴任 し ， ス ポー ツ の振興 ・ 発展 に 尽
力 さ れ た 。
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名誉教授
養 困
月 教授 と な り ， 33年余 り の 永 き に わ た り 終始熱心 に 学生の
教育指導， 研究に 専 念 さ れ た 。
賓 こ の 間 4 年 間評議員 ， 2 年 間 附属図書館長 と し て 本学の
東京帝国大学第一工学部冶金学科 ｜ 管理運営に 寄与 さ れ た 。
卒業 ｜ 一方， 英語， 英文学の教授 と し て イ ギ リ ス の現代作家一
工学博士 I D, H， ロ ー レ ン ス， E M フ ォ ス タ ー， I マー ド ッ ク の諸作品の
研究に よ っ て ， 独 自 の解釈 を 試み た 論文 を 発表 し 高 〈 評価
昭和20年 9 月 高 岡 工業専 門学校講師， 同20年 1 2 月 同校教 ｜ さ れ教育 界 に 貢献 さ れ た 。
授， 同26年 3 月 富 山 大学助教授， 同29年 4 月 同学教授 （ 工
学部） と な り 34年余 り の 永 き に わ た り ， 熱心に 教育研究に
従事 し ， こ の 間学生紙 評議員 と し て 大学の 管理運営に ｜ 学 位 取 得 者
寄与 さ れ た 。
一方， 研究は， 鉄鋼鋳造 を 主体 と し 極め て 多方面 に わ た ｜ 取 得 者 教養部 助教授 小林久蕎雄
っ て お り そ の研究成果は斯界の 高 い 評価 を 受け幾 多 の 賞 を ｜ 取 得 学 位 理学博士 （ 広 島 大学 ）
受賞 さ れ て お り ， 本学内外に お い て 教育上， 学術上貢献 さ ｜ 取得年 月 日 昭和55年 2 月 4 日
れ た 功績は 多大であ る 。 ｜ 学位論文名 On some semilinear evolution equations with 
名 誉教授
小 森 典
東京帝国大学文学部英吉利文学科
卒業
文学士
昭和21年 8 月 富 山 高等学校講師 嘱託， 問25年 3 月 富 山大
学文理学部助教授， 同42年 4 月 教養部に 配置換， 同43年 l
time-lag （ 時間遅れ を も つ あ る 種の半線 型 発
展方程式に つ い て ）
昭和55年度 文部省 内地研究員の決定
学 音E 官 職 氏 名 研 勾Y々L、 場 所 研 ’アT巴し 題 目 研究期間
55. 9. 1 
人 文 学 部 講 師 山 崎 幸 雄 国 立 国 語 研 究 所 現代 日 本語の語葉体系
56. 2 . .  28 
55. 5. 1 
理 学 音日 助 手 東 川 和 夫 名 古 屋 大 学 双曲型 多様体に つ い て
56 . 2 .  28 
II II J l l  田 邦 夫 �t 海 道 大 学 高速な だれの研究 II 
55 .  5 .  1 
工 学 部 助 手 袋 谷 賢 吉 生物科学総合研究機構 網膜に お け る 情報処理
55 .  10 .  3 1  
55 . 5 .  1 
教 養 音日 助教授 小 林 久蕎雄 広 島 大 寸Aんー 確率過程 と 非線型方程式の研究
56 . 2.  28 
55 . 9 1 
経営短期大学部 助教授 松 嶋 道 夫 九 大 学 家族 と 福祉法命lj
56 . 2 .  28 
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氏 名 所 属 官 職
塩津 和章 工 学 部 助教授
新井 文男 教育学部 II 
中 村 義朗 II 講 師
林 静生
教
養
附
育
護
学
学
部
属校教 諭
II 
三 国 信孝 附
中 学
属校 II 
竹 内 豊三郎 理 学 部 教 授
〈新 任 者〉
事 務 局
事 務 局 長 長 谷 川 登
経 理 部 長 前 田 正 己
人 事 課 長 永 野 茂信
経 理 課 長 中 山 忠夫
用 度 係 長 加 賀 見 実
文部事務官 高 見 明子
II 朝 野 真
II 佐藤 淳
人文学館
教 授 内 国 道夫
II 都竹通年雄
学 報
海 外 渡 航 者
渡航の種類 渡 航 先 国
ア メ IJ ；力 合衆国， カ ナ
海 外研修旅行
ダ， フ ラ ン ス
オ ー ス ト リ ア ， ド イ ツ
II 
連邦共和国， フ ラ ン ス
II II 
II II 
II II 
II ア メ リ カ 合衆 国
目 自ヲ
ニ
す
び
るッ
I
c マ
ケ
F
イ
ル基
ク
5
ロ
超
メ
国
合
カ
際
金
ニ
の
会ッ
高
議
ク
温
ス
に
疲
的
出
研
労
席
究
に関
及
合唱音楽に 関す る 研究及 び資料
収集 と 合唱活動の交流
II 
II 
II 
“核
す
及
分
び
る
裂
会
ア
議
イ・
融合
出
ト
の ト
的
リ チ
応
ウ ム 工
学
関
ソ ー プ 用 に
に 席
…一一…
職 員 消 息
…………………… 
II 浅井 亨
助 教 授 鈴木 敏昭
講 師 山 口 幸祐
助 手 草薙 太郎
II 神 前 進一
外 国 人教師 グレ コ ー ル
へー フ リ ガー
人文 ・ 理学部
文部事務官 永井 昭光
II 寺林 忠 男
II 中 三 川 敏之
II 寺j畢 達範
事務補佐員 安栄 昌子
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期 間
55 4 1 
56 4 .  5 
55 4 24 
55 5 .  4 
II 
II 
II 
55 .  4 .  27 
55. 5. 5 
昭和55年 4 月 号 学 報 第200号
II 佐野 博
義則教育学部
教
II 
II 
文部事務官
文 部 技 官
臨時用務員
経済学部
助 教
助
II 
II 
II 
文部事務官
II 
理 学 部
教
助 教
II 
助
II 
技術補佐異
工 学 部
文部事務官
E命
授
手
授
授
手
秋 田 直 美 文 部 技 官
事務補佐員
同房田寺大松
清
龍雄 II 
臨時用務員
教 養 部
助
栄己子光克和
授
稲垣
清水
高橋キ ク エ
教
議 自市
中 藤
角 森
文部事務官
附属図書館
文部事務官
事務補佐員
経営短期大学部
講
康俊
正雄
立花
尾島
保子
啓子 B市
藤川 嘉江
松本 修一 助 手
武 田 正 夫
杉 田
〈改 姓》
教育学部附属中学校
教 諭 島 田
充士口
対 馬 勝年 〈住所変更〉
庶 務 課
文部事務官関 口 健
由，
邦 明 経済学部
助 教 授
酒井
草 田
英 男
｛元
講 師
石橋
附属図書館
事務補佐員英二
［竺
14 日
4 月 9 日 部局長懇談会
富 山 大学体育部会
昭和55年度学生の厚生補導関係事業計画説明
会 （ 於 文部省 ）
昭和55年度学校基本調査説明 会 （ 於名 古屋大
部 1 1 日
15 日
10 日 昭和55年度 富 山 大学入学式
学
森 田
坂東 正子
良雄藤野
梅村智 恵子
鈴木 孝志
安川 範昭
宮崎 康之
塩谷委津子
小倉 利丸
寺西千代子
一宏 （ ｜日姓 潟岸 ）
福 田 ｛有 子
山中
幹夫
油井 雄二
高瀬久美子
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学
18 日 第 1 回 教養部運営協議会
第 1 回 大学院委員 会
第 1 回 評議会
22 日 第 1 回事務協議会
国大協 第 3 ， 第 4 常置委員会合同委員会 （ 於
東京大学 ）
24 日 授業料等減免選考委員会
補導協議会
東海北陸地区国立学校等経理部課長会議 （ 於
富 山 医科薬科大学 ）
30 日 名 誉教授称号授与式
｜ 人 文
学
部 ｜
4 月 10 日 特別昇給委員 会準備委員 会
11 日 新 入 生 オ リ エン テ ー シ ョ ン
教務委員 会
将来計画委員 会及 び 同 専 門 委員 会合同委員 会
16 日 第 1 回教授会
人事教授会
19 日 学部補導委員 会
21 日 教育実習委 員 会
23 日 将 来計画委員 会 及 び同専 門 委員 会合 同 委 員 会
26 日 予算委員 会
30 日 第 2 回教授会
学部補導委員 会
報
教授会
人事教授会
10 日 附属幼稚国 入図式
11 日 学部 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
14 日 紀要編集委員 会
16 日 教授会
17 日 予算委員 会
図 書委員会
23 日 教務委員会
人事教授会
24 日 予算委員 会
28 日 教育実習委員 会
予算委員 会
30 日 補 導 委 員 会
教 授 会
経 済 学 部
4 月 9 日 第 1 回教務委員 会
第 1 回教授会
第200号
11 日 昭和55年度経済学部入学生 の オ リ エ ン テ ー シ
ョ ン 並び に 健康診断 （ 於 201 番教室等 ）
第 2 回教務委員 会 （ 持 ち 回 り ）
14 日 昭和55年度前学期授業開始
第 l 回論集委員会
15 日 第 l 回学部図書委員会
第 3 回教務委員 会 （ 持 ち 回 り ）
16 日 第 l 回 人事基準検討委員 会
第 1 回 日 本 海経済研究所運営委員 会
23 日 第 l 回学部補導委員会
4 月 5 日 附属学校第 1 学期始業式 ｜ 第 2 回教授会
7 目 前学期授業開始 ｜ 第 4 回教務委員 会
附属小学校入学式
附属 中 学校第 1 学期始業式
附属養護学校第 1 学期始業式
附属幼稚園 第 1 学期始業式
7 ～ 8 日 昭和55年度春季北陸地区教員養成学部事務長
協議会 （ 於 信州大学教育学部 ）
8 日 補導委員会
附属 中学校入学式
附属養護学校入学式
9 日 補導委員 会
教務委 員 会 ・ 補導委員 会合同会議
教務委 員 会
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30 日 第 2 回 人事基準検討委 員 会
第 2 回 日 本海経済研究所運営委員 会
理
学
4 月 5 ～ 8 日 大学院理学研究科 入学手続
9 日 教授会
人事教授会
1 1 日 新入生オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
12 日 理学棟第 l 号館大改修工事打合せ会
17 日 教育実習委 員 会
昭和55年 4 月 号 品・チ同 報 第200号
学部補導委員 会
21 日 学科主任会議
23 日 教授会
附 属 図 書 館
人事教授会
理学研究科委員 会 4 月 10 日 図 書館 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
22 日 図書資料 （ 大型 コ レ ク シ ョ ン ） 収書計画打合
エ 品4同－ 
画j
せ会
25 日 事務打合せ会
4 月 3 日 事務連絡会議
7 日 寮補導委員 会
学部教務委員 会
｜ 経営短期大学部 ｜
9 日 教授会
専任教授会 4 月 9 日 第 1 回教授会 （ 持 回 り ）
工学研究科委員 会 10 日 入学式
1 1 日 新 入学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 新入生オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
健康診断 1 1 日 新入生歓迎会
14 日 前学期授業開始 14 日 前学期授業開始
16 日 学部補導委員 会 17 日 財務委員会
寮補導委員会 第 2 回教授会
23 日 学科主任会議 定期健康診断
25 日 学部図 書委員 会
21 日 第 1 回授業料等減免選考委員会
30 日 大学院委員 会委員 打合せ会
教授会
学部図書委員 会
学部補導委員 会
寮補導委員 打合せ会
教 養 部
4 月 2 日 教務委員会
補導委員 会
教務 ・ 補導合同委員 会
教授会
教授の み の教授会
16 日 教養部将来計画委員 会
図 書委員 会
紀要委員 会
教授会
18 日 図書委員会
23 日 教授のみ の教授会
教養部将来計画委員 会
25 日 紀要委員会
- 25 -
昭和55年 4 月 号 学 報 第200号
資 料
昭和55年度富 山 大学入学者数等調べ
（ 昭和55年 5 月 1 日 現在 ）
入 学 入 学 入 学 者 （ 内 訳 ）
定 員 者 数 男 女 県 内 県 外 現 役 浪 人 大学検定
人 文 学 部 人 文 学 科 80 80 43 37 51 ( 27) 29 ( 10) 58 ( 27) 22 ( 10) 
II 語 学 文 学 科 80 80 23 57 51 ( 43) 29 ( 14) 63 ( 48) 17 ( 9) 
言十 160 160 66 94 102 ( 70) 58 ( 24) 121 ( 75) 39 ( 19) 
教育 学 部 小 学 校 教 員 養 成 謀 程 140 143 33 110 120 ( 94) 23 ( 16) 126 ( 101 )  17 ( 9) 
II 中 学校 教 員 養 成 課 程 50 47 24 23 35 ( 19) 12  ( 4) 38 ( 19) 9 (  4) 
II 養護学校教員 養成課程 20 20 。 20 17 ( 17) 3 (  3) 20 ( 20) 0 ( 0) 
II 幼 稚 園 教 員 養 成課 程 30 30 。 30 27 ( 27) 3 (  3) 29 ( 29) 1 ( 1)  
計 240 240 57 183 199 (157) 41 ( 26) 213 (169) 27 ( 14) 
経 済 学 部 経 済 学 科 120 1 17 1 10  7 60 ( 7) 57 ( O) 87 ( 6) 30 ( 1 )  
II 経 営 学 科 120 130 1 1 1  19 62 ( 13) 68 ( 6) 102 ( 16) 28 ( 3) 
II 経 営 法 学 科 60 53 47 6 28 ( 5) 25 ( 1) 35 ( 5)  18 ( 1 )  
言十 300 300 268 32 150 ( 25) 150 ( 7) 224 ( 27) 76 ( 5)  
理 す点以ー． 苦E 数 学 科 40 40 31 9 14 ( 6) 26 ( 3) 29 ( 9 )  1 1  ( 0) 
II 物 理 学 科 40 40 36 4 17 ( 3) 23 ( 1 )  26  ( 3 )  14  ( 1 )  
II 化 寸＂ー＂b・ 科 40 40 22 18 23 ( 9) 17 ( 9) 35 ( 17) 5 ( 1) 
II 生 物 学 科 30 30 18 12  8(  4) 22 ( 8) 20 ( 7 )  10  ( 5 )  
II 地 球 科 学 科 30 30 25 5 6 (  3) 24 ( 2) 19 ( 5) 1 1  ( O) 
計 180 180 132 48 68 ( 25) 112 ( 23) 1 29 ( 4 1 )  51 ( 7 )  
工 学 部 電 気 工 学 科 50 50 50 。 28 ( 0) 22 ( O) 42 ( O) 8 (  O) 
II 工 業 化 学 科 45 45 41  4 22 ( 2 )  23 ( 2) 37 ( 3) 8 ( 1 )  
II 金 属 工 学 科 40 40 40 。 17 ( 0) 23 ( O) 31 ( O) 9 (  O) 
II 機 械 工 学 科 50 50 50 。 21 ( 0) 29 ( 0) 46 ( 0) 4 ( O)  
II 生 産 機 械 工 学 科 40 40 40 。 17 ( O) 23 ( O) 32 ( O) 8 ( O)  
II 化 学 工 学 科 40 40 40 。 19 ( 0) 21 ( O) 37 ( O) 3 (  0) 
II 電 子 工 学 科 40 40 38 2 18 ( O) 22 ( 2) 32 ( 1 )  7 ( 1 )  1 (0) 
計 305 305 299 6 142 ( 2 )  163 ( 4) 257 ( 4 )  47  ( 2 )  1 (0) 
A ロ 計 l ,  185 1 ,  185 822 363 661 (279) 524 ( 84) 944 (316) 240 ( 47) 1 (0) 
入学者 （ 内 訳 ） 百分比 （ % ） 69 . 37 30 . 63 55. 78 44. 22 79. 66 20. 25 0 . 09 
備考 （ ） 内 は 女子 で内数
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編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 中 央 印 刷 株 式 会 社
富 山 市下奥井 1 4 - 5  
電 話 ＠ 6 5 7 2 附

